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⑴ 本院矯正科にて初診時診断を受けた患者の中から登録番号順に 2587 名を選択した。そのうち口唇口蓋裂を含む
頭蓋顔面部の形成異常を認めた患者と左右の目や耳の位置に著しい非対称があると主観的に判定された患者を除い











面の形成異常のある患者を除いた 230 名（男性 69 名、女性 151 名：平均年齢 21 歳 11 カ月、年齢範囲 16 歳０カ月
－38 歳 10 カ月）の初診時正面位頭部エックス線規格写真を資料として用いた。収集した資料のうち、①チンキャッ
プを用いた矯正治療の経験があるもの、②顎関節部に疼痛あるいは開口障害の既往があるものおよびシュラー法エッ
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クス線写真により左右の関節頭の形状や大きさに著しく違いがあると目視により判断されたもの、③頭頚部への外傷
の既往があるもののいずれかに該当する被検者群を後天要因群、それ以外を非後天要因群とした。Sassouni（1957）
の正面位頭部エックス線規格写真分析法にしたがい、Nc 点を通り左右 Lo 点を結ぶ線分に対して垂直な直線を顔の正



















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、ヒトの顔の非対称について観察される一側優位性の発現頻度に性差があるのか、あるいは発育段階や骨
格型による差があるのか否かおよび、顔に非対称を生じる原因となり得る後天的要因の有無によって一側優位性の発
現頻度に差があるか否かを調査したものである。 
 その結果、顔の非対称を示す被検者のうち 79.6％は右半側の顔の幅が広く、またオトガイの偏位を示す被検者のう
ち 79.1％は左側への偏位を示した。また発育段階によって一側優位性の発現頻度に差があること、一側優位性の発現
頻度に性差および骨格型による差は認められないことが明らかになった。骨格性下顎前突症を有する被検者において
もオトガイの偏位方向に左側への一側優位性が認められた。また、オトガイが右側に偏位する被検者の出現率は非後
天要因群より後天要因群が高いことが明らかになった。 
 以上の研究結果は、ヒトの顔の非対称における一側優位性を考察する上で重要な知見を与えるものであり、博士（歯
学）の学位を授与するに値するものと認める。 
